
小小小田田田原原原ののの街街街なななみみみ再再再発発発見見見！！！ 国府津・昭和レトロの街なみ １

暮らし・営みが偲ばれる懐かしい街なみを訪ね歩くシリーズ   加藤恭夫 

                                             街なみ再 
発見と聞いて 
国府津の街 
なみが思いう 
かんだ。国道 
１号線を下っ 
て来ると国府 
津駅手前で 
急な坂道とな 
る。砂丘の地 
形だ。登りき 
ると駅前とな 
り、そこからし 

ばらく昭和を思わせる街なみが続く。以前から心惹かれていた街な
みだ。少しずつ時とともに面影は減ってはいるが、まだまだレトロな街
なみは残っている。 
駅前からしばらく進むと、海側に瓦屋根のどっしりとした二階建て

が目にとまる。店構えの造りだが、もう長く店は閉まったまま。1階と２
階の桁部分がせり出している。相模から駿河地方の東海道で見られ
る造りらしい。「昔は畑仕事や漁業で使う桶をあつかう店だったよ。」
街のひとが教えてくれた。「ブリがとれたころは蔵でブリの塩辛を造っ
たさ。」そんな話をしながらスケッチを終えた。 
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メール配信サービスご希望の方は右記アドレスへお申込みを e-mail:kinoshita@iseji.net 

三寒四温でようやく小田原にも遅い春がやってきました。朝の散歩のたびに、酒匂川の土手の芽吹きに目を奪われます。おかめ桜、
菜の花畑、ソメイヨシノのつぼみも膨らんで、あたりを春色に染めていく自然のパワーに、気持ちが弾みます。 

「清閑亭で掃除と論語の素読をしよう」のお手伝いで清閑亭に伺いました。折しも小田原の若い職人さん 15 人による、木の展覧会
が開催されていました。箱根細工や木象嵌の雑貨や日用品、アクセサリーなど、伝統を継承しつつ新しい感覚を取り入れた作品は、モ
ダンで新鮮でした。清閑亭にもよくマッチした展示で、このような紹介が継続されていくことで、小田原に新しい波がくると感じまし
た。さあ 4 月です。市内の画廊も楽しみな展覧会が目白押しです。城址公園のお花見が始まると小田原が一段と輝く春のスタートです。 

         新新新九九九郎郎郎   ４４４月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内                              近隣・友の会会員の展覧会情報 

 

 
会  期 

展覧会名 
見どころ 

   3/28(水)～4/2(月)良

寛こころのうた 

良寛原画展 齊藤雄致 

うた心を陶器に<西静恵> 

良寛のこころを絵画を通じ 

伝える・曹洞宗月刊誌「禅の

友」さし絵原画展示 

1 

 

4/4(水)～9(月) 

水墨画女流展 

私達は水墨画を縁に三十余年

もの付合いで共に学び、旅行で

の作品も少なくない。 

 4/11(水)～16（月）  

第 10回神奈川の自費出

版フェア 

地元の人の自費出版本 200 点

を展示・販売。自費出版相談。 

4/15 座談会「地域書店と本・

読者のこれから」 

 4/18(水)-23(月) 

浩世会日本人形と押し

絵展 

藤娘、花魁等の日本人形 30体 

押し絵 40点 

つるし飾り 30本 

 
4/23(月) 

新九郎デッサン会 

18:15-20:45 

コスチューム、固定ポーズ 

会費 1500円 

 
4/25 (水)～30(月) 

火曜パステル会作品展 

花・静物、風景等のパステル画

会員 15 名 賛助出品 高木な

え 

会期・展覧会名 会場 

3/28(水)～4/2(月) 

桜の咲くころの絵手紙展 

アオキ画廊 

0465-23-5624 

4/25(水)～30(月) 

第 14 回喜楽舎日本画展 

アオキ画廊 

0465-23-5624 

4/4(水)～9(月) 

竹陽会書展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

4/11(水)～16(月) 

ﾄｰﾙ・ﾃﾞｺﾗﾃｨﾌﾞﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞ展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

4/18(水)～23(月) 

タピポングループ展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

3/28(水)～4/2(月) 

真名子のぞみ油彩個展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

4/4(水)～9(月) 

第 3 回 修美会展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

4/18(水)～23(月) 

田中穂積個展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

4/25(水)～30(月) 

佐藤喜久江回顧展 

お堀端画廊  

0465-23-7819 

3/27(火)～4/8(日) 

月の光の中で 高木敏行 

すどう美術館 

0465-36-0740 

3/26(月)～4/7(土) 

「写真と私」飯室哲也 

POEM ギャラリー 

0465-47-6987 

4/1(水)～30(月) 

河原秀生展 

ナラヤカフェギャラリー 

0460-82-1259 

自然と歴史に育まれた街「小田原」。 

私達の暮らし・営みが偲ばれる、懐かしい・楽しい・

珍しい建物・街なみを再発見し、作品にしてください。 

   
   
   
   
   
   
   
   
   
テーマ：小田原の建物・街なみ 

応募期間：平成 24年 6月 21日(木)-7月 3日(火) 

応募資格：年齢・職業・住所等問わず、どなたでも。 

募集作品：絵画／6号まで額装した形で 

絵てがみ：A2サイズ(42×59.4cm)以内。額装・ﾊﾟﾈﾙ 

写    真：四つ切り～半折まで…額装・パネル等 

募集要綱は事務局・銀座各画廊に置いてあります。 

アオキ・飛鳥・新九郎・コットン・ツノダ 

《展覧会：平成 24年 7月 19日(木)～23日(月)》 

主催：小田原銀座商店会 

【お問合せ】銀座情報プラザ内 
「街なみ再発見！展」実行委員会事務局 
〒250-0011小田原市栄町 2-13-16 

☎0465－２２－０６６１ FAX.0465-２２－０８０７ 
(電話お問い合わせは、月・火・木・金 14時～17時) 

五
つ
の
画
郎
で
同
時
開
催
！ 

第
十
回 

街
な
み
再
発
見
！
展 

作
品
募
集 



「正岡子規と美術」展  横須賀美術館             ＯＭＰ 野口誠之 
 

正岡子規と聞いてどんなことを思い浮かべられますか。 
明治期に、近代俳句、短歌の革新をめざした文学者としてよく知られており、司馬遼太郎の国民的

小説「坂の上の雲」では、同郷の軍人秋山好古、真之兄弟や文豪夏目漱石らとの交友関係が生き生き
と描かれています。ＮＨＫで３部にわたってドラマ化され、先ごろ完結したことも記憶に新しいとこ
ろだと思います。 
文学者としての子規は、実は美術にも深い関心があり、「僕に絵が画けるなら俳句なんかやめてし

まふ。」という一文もあるくらいです。東京・根岸の子規庵で開催される句会、歌会につどった人々
を介して、西洋美術と対抗しうる日本の洋画の在り方を模索していた同時代の画家達とも、子規は盛
んに交流していたのでした。その子規とその周辺の画家達の作品を一堂に集めて、「坂の上の雲」の
時代を振り返ろうという「正岡子規と美術」展が、４月１５日まで横須賀市の横須賀美術館で開催さ 

れています。家庭向け新聞「小日本」の編集者であった子規が、彼を採用した陸羯南の紹介で知り合った浅井忠、その挿絵を依頼した
中村不折、子規庵での歌会に当初から参加していた香取秀真らの作品の他、フランスから帰国して、当時の美術界に旋風を起こしてい
た黒田清輝、さらには西洋画教育の原点であるフォンタネージや彼に師事した五姓田義松の作品まで展覧し、著名な作品こそありませ
んが、西洋文明を貪欲に吸収しながらも、近代日本美術を確立しようとした画家たちの熱い思いが感じられると思います。 
当の子規の作品は、病床にあった彼が身辺を「写生」した「床の間写生図」や漱石に送った「あづま菊」など、小品ながら彼の実直

さがにじみ出ているような水彩画を中心に展示されています。 
展覧会場である横須賀美術館は、東京湾を望む絶好なロケーションに立地し、景観を重視して常設展示のスペースは地下に設けてい

ます。ガラスを主体とした白亜の建物は、その前面に広がる芝生のスロープと一体となって、美術館を訪れる人々に入館前の期待感と
高揚感を与えてくれます。常設展も充実していますし、別館には週刊新潮の表紙絵で有名な谷内六郎の原画が展示してあり、彼の解説
文と一緒に楽しめるようになっています。また、今回の「正岡子規と美術」展にあわせて、無料の「坂の上の雲」パネル展も開催され
ており、じっくりと時代の空気を楽しむことができますので、ぜひお出かけになられてはいかがですか。  

おだわら ミュージアム プロジェクト 会員 野口誠之 

 
 小田原ゆかりの作家の美術展ができたら       ギャラリー新九郎 木下泰徳 
 
今年の夏休み、松永記念館で「井上三綱展」が開催されると聞き いまから楽しみにしている。 
小田原市には美術館がないが、年に１度くらいは美術館級の展覧会を見たいと思う。 

 今後できたらいいなと思う、小田原ゆかりの作家の企画を挙げてみたい。 
「本多希枝展」 
１９９４年に具象絵画の登竜門とされる安井賞を受賞している。独立美術協会会員であり、武蔵野美術 
大学映像科講師を勤める。現在は川崎在住であるが、小田原出身であり、当時の居宅は松永記念館の現 
在は駐車場になっている場所にあったそうである。松永記念館での開催となれば、作家も感慨を覚える 
ことであろう。 
「近藤弘明展」 
東京都出身の日本画家であるが、宗教的な主題の幻想的な絵で評価が高く、１９７１年第１回山種美術 
館賞展優秀賞を受賞している。１９９４年平塚市美術館で展覧会が開催される。古くより小田原市板橋 
にアトリエを構え、近年は東京の居宅も引き払い、板橋にて制作をつづける。これほど長く小田原の地 
にご縁をいただいているのであるから、なんとか実現してほしいものである。 

「三沢厚彦展」 
現代彫刻の世界で今、最も注目を集める作家のひとりだ。特に近年は動物をモチーフにした木彫作品を 

精力的に発表し、弱冠４０歳で第２０回平櫛田中賞を受賞するなどその実力が高く評価されている。２ 

００７年平塚美術館で開催された時には、親子連れが多く来館するなど、美術愛好家はもとより幅広い 

ファンに支持を広げている。楠の丸太から削り出される実物大の動物たちは、小田原のアトリエから生 

み出されます。 
 

小田原にご縁をいただいている作家との交流を深め、展覧会が実現できたらどんなに楽しいことかと思 
っている。 

  

 
 

３
月
の
こ
と 

長
谷
川
潾
二
郎
展
の
残
務
処
理
も
済
み
、
３
月
２
９
日
小
田
原
市
に
事

業
報
告
を
し
た
。
予
想
外
に
生
ま
れ
た
今
回
の
収
益
金
に
つ
い
て
は
、
実

行
委
員
会
と
し
て
共
催
し
た
小
田
原
市
と
も
相
談
の
上
、
今
後
の
西
湘
地

域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
ご
協
賛
者
や
市
民
へ

還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
記
念
図
録
の
残
部

は
、
小
田
原
の
子
供
た
ち
の
教
育
活
動
と
被
災
地
へ
の
支
援
に
生
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
、
贈
呈
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
図
録
は

２
０
０
０
部
の
う
ち
９
５
０
部
の
残
部
が
出
た
が
、
小
田
原
市
内
の
小
学

校
２
５
校
の
各
学
級
文
庫
に
１
冊
ず
つ
、
中
学
校
１
１
校
に
各
２
部
で
合

計
４
３
７
部
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
相
馬
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

相
馬
は
ら
が
ま
朝
市
ク
ラ
ブ
に
１
０
０
部
を
お
送
り
し
、
「
届
い
た
と
き

は
、
３
０
分
く
ら
い
じ
っ
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
い
う
喜
び

の
お
声
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
は
ら
が
ま
ク
ラ
ブ
か
ら
、
学
校
関
係
に

３
０
部
、
仮
設
住
宅
・
集
会
所
１
５
か
所
に
各
２
部
を
配
布
し
、
４
０
部

を
朝
市
と
報
徳
庵
に
て
１
０
０
円
で
販
売
さ
れ
た
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
残
り
は
共
催
者
の
小
田
原
市
と
Ｏ
Ｍ
Ｐ
で
２
０
０
部
ず
つ
持

ち
、
今
後
の
活
動
用
に
使
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
回
の
事
業
を
振
り
返

る
と
、
官
民
協
働
の
事
業
の
可
能
性
を
感
じ
る
。
小
田
原
市
を
中
心
と
す

る
西
湘
地
域
に
は
、
井
上
三
綱
画
伯
を
は
じ
め
郷
土
の
文
化
に
と
っ
て
大

切
な
作
家
が
い
る
が
、
作
品
の
収
集
・
保
全
・
研
究
が
体
系
的
に
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
重
要
な
作
家
の
作
品
リ
ス
ト
の
デ
ー
タ
整
理
等

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
小
田
原
ゆ
か
り
の
作

家
の
良
質
な
展
覧
会
の
開
催
も
市
民
か
ら
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
、
今
後
と
も
官
民
協
働
で
実
現
し
て
い
く

こ
と
も
Ｏ
Ｍ
Ｐ
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

市
民
ホ
ー
ル
基
本
計
画
（
案
）・
小
田
原
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

が
示
さ
れ
た
。
市
民
ホ
ー
ル
は
大
ホ
ー
ル
１
２
０
０
席
、
小
ホ
ー
ル
３
０

０
席
固
定
席
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
５
０
㎡
、
大
ス
タ
ジ
オ
は
リ
ハ
ー
サ
ル
や

展
示
な
ど
に
利
用
で
き
る
室
と
し
、
中
ス
タ
ジ
オ
、
小
ス
タ
ジ
オ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
、
創
造
ス
タ
ッ
フ
室
等
を
備
え
る
。
交
流
の
場
と
し

て
、
オ
ー
プ
ン
ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
、
託
児
室
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。
専
門
委
員
・
市
民
検
討
委
員
を
交
え
て
一
年
間
検
討
し
た
も
の

で
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
序
章
「
な

ぜ
、
今
、
文
化
振
興
が
必
要
か
」
第
一
章
「
私
た
ち
が
考
え
る
文
化
振
興
」

第
二
章
「
課
題
と
取
り
組
み
」
第
三
章
「
推
新
進
体
制
の
整
備
に
向
け
て

～
策
定
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
課
題
と
取

り
組
み
の
中
で
、
美
術
関
係
で
付
則
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

―
実
践
し
て
い
く
事
業
例
―
と
し
て
「
国
内
外
で
評
価
さ
れ
る
作
家
の
美

術
展
」「
小
田
原
、
西
湘
ゆ
か
り
の
作
家
・
作
品
の
調
査
研
究
と
収
集
」「
美

術
品
収
蔵
庫
の
整
備
拡
充
」
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
三
章
で
、「
ビ

ジ
ョ
ン
の
推
進
に
は
、
文
化
振
興
施
策
を
把
握
し
、
実
施
さ
れ
る
文
化
事

業
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
文
化
団
体
間
の
連
携
支
援
等
を
継
続
し
て
検
討
す

る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
ホ
ー
ル
の
運
営
上
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
行
政

に
は
ぜ
ひ
実
現
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
○木 

 
 


